
Freego 10インチフロントサスペンションバッテリー交換可能な強力なフレームの公共共有スクー
ターV4.1

の台頭   Eス
クーター産業

2012年にスクートネットワークスは、スクーターの短期レンタルを提供する原付スタイルの車両をリリースしました。[2]
2017年、バードアンドライムはドックレス電気キックスクーターを発表しました。[3]カリフォルニア州サンタモニカでの発売以来。
Birdはサービスを100都市以上に拡大し、2018年には20億ドルの評価に達しました。[3]
同じ年、ライムは1,150万台以上の乗り物を集めました[3]。米国最大の配車会社であるLyftとUberは、2018年に独自の電動スクーター共有
サービスを導入しました。[4]
2030年までに、世界のスクーター市場の価値は3,000億から5,000億ドルになると予想されています。

誰がライドシェアリングを今運用していますか？



ライドシェアリングビジネスがますます人気になっているのはなぜですか？

1.ライドシェアリングは、ラストマイルの輸送に最適なソリューションを提供します。

2.高度な4G 5G IOTテクノロジーにより、すべてが接続されます。

3.キャッシュレス取引はますます人気が高まっています

4.環境保護とクリーンエンジェリーに対する人々の意識。

5.まったく新しい動きのアイデア、スキャン、乗車、および乗車料金の支払い

6.人々の近距離の旅行、観光、ツアーのための大きな利便性。

ライドシェアリング操作に必要なもの：

 ハードウェア  ソフトウェア
耐久性があり、強力で強力な電動スクーター
電池交換可能
長距離

 Rider APP、アプリオプションで制御されるWebsiteSharing Scooter Smart
Lock

IOTデバイス
（GPS、4G sim
modul、Bluetooth、Servers、盗難防止

 クラウドサーバー

SIMカード  バックエンド共有管理システム
交換が容易なスペアバッテリーとパーツ  支払いゲート

Scooter V4.1モデルの構造と詳細の共有

 
アプリオプションで制御されるISharing Scooter Smart Lock

 スクーターモデルV4.1のパフォーマンスと仕様：

ScooterモデルV4.1の共有

レンタルライダーショー

艦隊ショー

スクーター共有の紹介

耐久性と信頼性
最高のスクーターは丈夫なアルミニウムと鋼で作られています。
すべての部品、モーター、バッテリー、コントローラー、ブレーキは、高品質でかわいい構造でなければなりません。
スクーターが1日中稼働していることを確認してください。

構成とパフォーマンス
ライディングの範囲とライダーのフィーリングが2つのポイント。
36V、350W、13Ah、および8.5インチのタイヤを構成することをお勧めします。
重量は100〜120KGSをサポートし、少なくとも40kmの範囲に到達できます。
LEDインジケータ、Bluetoothスピーカー、盗難防止GPSトラッカー、センサー、アラーム、QRコードなど

Freegoハードウェアの紹介とIoTデバイスV4.1での価格 

Freego ES-08S V4.1modelは、ドイツとドバイでのオートバイ共有プロジェクトでの使用に成功しています。
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